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１．評価結果 

 価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 日本国として、様々な形態の窒素の収支を明らかとし、制御方策を示すことは非常に意義があり、

国際会議等においてプレセンスを示すうえでも重要と考えられる。学術的な貢献も大いに期待できる。

最新のわが国の窒素インベントリを開発し、化学肥料の使用量を30％削減する政策目標の妥当性につ

いて科学的検証がなされた点は研究の重要な成果と考えられる。また、ロジックモデルは、膨大な領

域であるにもかかわらず、綿密な計画に基づき、MECEかつ研究と政策の両面に有用なロジックツリー

が構築されつつあるといえる。一方で、サブテーマ間の連携が現時点では見えない。また包括的な窒

素管理には農業部門のみではなく水処理部門や廃棄物処理門も欠かせないと思われる。これらも含め

た物質フロー図を期待する。

 


